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 600V EM-LMFC 配電盤・制御盤に関する規格・基準への適合について  

 

１．はじめに 

600V EM-LMFC は優れた可とう性や耐熱性を活かした配線として配電盤・制御盤などにご使用いただけま

す。各種規格・基準に 600V EM-LMFC について掲載されておりますので、以下に示します。 

 

 

２．JCS 規格への 600V EM-LMFC の適合 

国土交通省から JCS3517「600V 耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線」より可とう性のある絶縁電線の規格化

要請があったことを受け、JCS 3502「600V 可とうより導体耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線」が 2024年 10

月に制定されました。600V EM-LMFCは、JCS 3502に適合する電線となります。 

JCS 3502は、可とうより導体上に耐燃性架橋ポリエチレンを被覆した電線(EM-ICF)について規定する規格

です。600V EM-LMFCは可とうより導体上に柔軟な耐燃性架橋ポリエチレンを被覆しており、JCS 3502に規

定される性能以上の可とう性を有した絶縁電線です。 

 

品種 導体 絶縁体 可とう性 

600V EM-LMFC 可とうより 
柔軟性を有した 

耐燃性架橋ポリエチレン 
◎ 

JCS 3502 

ICF/F 
可とうより 

耐燃性架橋ポリエチレン 

(柔軟性については規定無し) 
○ 

IV 同心より ビニル △ 

 

 

３．公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編）への掲載 

国土交通省大臣官房官庁営繕部 殿が発行する公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）において、令和

7年版より EM-ICF電線が追加されています。従来、公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）に記載され

ていない 600V EM-LMFC の使用を否定するものではありませんでしたが、今回の改正により 600V EM-LMFCを

使用して良いことが明文化されました。 
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「公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)令和 7年版」より抜粋 
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２．規格・基準への掲載 

２．１ 日本電機工業会規格 

電気設備に関する規格で、JIS と同じ程度幅広く適用されているのが、一般社団法人 日本電機工業会

（JEMA）殿が発行する日本電機工業会規格（JEM）です。 

JEM 1122「配電盤・制御盤の電線及び配線方式」において、配電盤・制御盤に使用する電線の種類は JIS

規格品（IV、KIV、HIV、EM-IE）に限定されていましたが、2023年 7月 21日の第 7回改正にて、電線の種類

に、耐燃性架橋ポリエチレン絶縁電線(600V)が追加され、その一つとして EM-LMFC が掲載されています。 

 

JEM 1122(2023年)「配電盤・制御盤の電線および配線方式」より抜粋 
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２．２ 日本配電制御システム工業会技術資料 

日本配電制御システム工業会（JSIA）殿は、配電盤類、その他電気関連盤のシステム調査研究、規格の制

定・普及等を行い、配電制御システムの製造及びその関連事業の総合的な進歩及び発展を図ることを目的と

して設立された、配電盤メーカーの業界団体です。 

日本配電制御システム工業会技術資料 JSIA-T1003「配電盤類に使用する絶縁電線」において、2014 年 3

月 31 日の改正にて、一般的な配電盤類に使用される電線の中に EM-LMFC が追加され、使用可能であること

が明確化されています。 

 

JSIA-T1003(2014 年)「配電盤類に使用する絶縁電線」より抜粋 

 

～ 以 上 ～ 


